
名寄市児童生徒ボランティア活動普及実践事業

事業実施方法

①実施についての希望調査
　実施希望校より、社会福祉協議会に希望内容についての要望をいただく。
　　　②社会福祉協議会にて講師の調整
　　　　　各校の希望内容に応じて、社会福祉協議会にて講師の調整を行う。
　　　　　　③子どもの心を育む講演・交流事業の実施
　　　　　　　　担当教諭と社会福祉協議会担当者での調整を行い、事業実施。
　　　　　　　　　④講師派遣に係る費用については社会福祉協議会で負担。
()                                                   （原則、謝金・交通費の負担）

　ボランティアや福祉分野の活動者をはじめ、様々な分野で数多くの経験を
されている実践者の講演や実際の交流をとおして、将来の社会を担っていく
子どもたちの経験や心を育む一助とします。
　本事業は、名寄市内各校を対象に取り組みを行っている、児童生徒ボラン
ティア活動普及実践事業の一環として実施します。

どんな講師がいるの？

　社会福祉協議会が持っている、ボランティアや福祉分野を中心と
した多くのネットワークを活かし、国内外で活躍しているボラン
ティア実践者による講演や、様々な活動を行っている障がい当事者
との交流、障がい者スポーツアスリートの講演など子ども達にとっ
て有意義な経験、感動を与えることができる講師を紹介します。

目  的

我妻　　武　氏（DPI（障がい者インターナショナル）北海道ブロック会議事務局長）　テーマ「当たり前に暮らせる地域とは」
永瀬　　充　氏（アイススレッジホッケー　バンクーバーパラリンピック銀メダリスト）テーマ「夢を叶えるために」
羽賀　友信　氏（長岡市国際交流センター長／２００８年ＪＩＣＡ理事長賞受賞）　テーマ「出会い・共有・協働 」
五十嵐真幸　氏（カムイ大雪バリアフリーツアーセンター所長）　テーマ「誰にも優しいまちを目指して」
鈴木　盈宏　氏（日本ボランティアコーディネーター協会理事）　テーマ「地域は子どもの育ちの場」
篠原　辰二　氏（NPO法人　Facilitator Fellows理事）　テーマ「東日本大震災にみるボランティア」
大平　啓朗　氏（全盲写真家／名寄出身）　テーマ「盲目の写心家が出会った温もり」
林家　とんでん平　氏（手話落語家）　テーマ「笑って深まれ福祉の輪」

                              　社会福祉法に基づき、全ての住民が健康で明るく安心して暮らせるまちをつくるための地   
                             域福祉活動を推進することを目的とした公的な民間組織です。町内会等の地域活動の支援や
ボランティア活動の普及・啓発、ノーマライゼーションの普及などの為に様々な事業を展開するなかで、地域住民をはじめ、
社会福祉の関係者や、行政、教育、医療など関連分野の参加・協力によって、住民が「住み慣れた地域で安心して暮らせるま
ちづくり」を目指して、市民のみなさんとともに歩み、「福祉のまちづくり」を進めています。　

名寄市社会福祉協議会（地域支援係）
〒096-0011　名寄市西１条南１２丁目
                                              　名寄市総合福祉センター内
TEL：01654-3-9862 ／ FAX：01654-3-9949
E -m a i l： c h i i k i @ n a y o r o - s h a k y o . j p

● お問い合わせ先

このような方々をお呼びし、 社会福祉協議会で研修や講座を行っています。過去にこのような方々をお呼びし、 社会福祉協議会で市民向けの研修や講座を行っています。
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